
 (1)               教 会 だ よ り    2020(令和2)年1月(第511号) 

仙
台
正
教
会 

教
会
だ
よ
り 

 救主の御降誕と 

   新春のお慶びを 

    申し上げます 
 

仙台の大主教及び東京の副主教 

セラフィム 

新年祈祷のために特別に指定された聖書の箇所は、ハリストスが

ナザレの会堂でイサイヤ書を朗読され、「今、あなたがたが聞いた

ことは、この日に成就した」と説かれた場面です。この聖句は、ル

カの福音書によれば、ハリストスの伝道の最初の言葉です。 

この中にある「禧（よろこばしき）年」の中の「禧」という漢字

には、「さいわい」とか「めでたいこと」という意味があります。この漢字を「よろ

こばしき」と読ませているのは、原語のギリシャ語「デクトス」に「受け入れる」と

か「受け取る」という意味があるからです。「よろこぶ」という日本語には「快く受

け入れる」という意味があるので、まさに名訳と言えるでしょう。 

私たちは、「神を喜んで受け入れる」ことによって、こ

の年を、この時代を、この人生を、祝福に満ちた「喜ば

しい」ものにすることができます。そして、神の前にす

なおに自分の弱さ、小ささ、愚かさを認めつつ、神の愛

を熱心に求めることによって、「神に喜んで受け入れて

もらう」ことができます。そのような一年を過ごせるよ

う、新年祈祷に参祷して祈りましょう。（Ｄ） 
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 「主

しゅ

の神
しん

゜、我
われ

に在
あ

り、蓋
けだし

、彼
かれ

は我
われ

に膏
あぶら

して、貧
まず

しき

者
もの

に福音
ふくいん

せしめ、我
われ

を遣
つかわ

して、心
こころ

の傷
いた

める者
もの

を医
いや

し…、

主
しゅ

の 禧
よろこばしき

年
とし

を伝
つた

えしめたり」 

      ―新年の福音：ルカによる福音書第 4章 18－19節― 
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新
春
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 

長
司
祭 

ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
優
明 

 
 

主
の
御
降
誕
を
お
祝
い
し
、
新
春
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す 

。 

 

昨
年
10
月
に

仙
台
教
会
に
赴

任
し
て
き
た
ば

か
り
で
、
不
慣

れ
な
姿
ば
か
り

露
呈
し
て
し
ま

い
、
皆
様
に
は

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
こ
と
に

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
寛
大
な
心
で

ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ま
ず
は
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

さ
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
時
、
私
た
ち
は

「
新
春
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
日
本
の
旧
暦
に
お
い
て
「
立
春
」

が
一
年
の
始
ま
り
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
そ

う
で
す
。
冬
の
寒
い
最
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
新
し
い
春
を
迎
え
る
と
い
う
感
覚
を
も
つ

事
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

草
木
が
枯
れ
冷
た
い
風
が
吹
き
荒
び
寒
さ
に

身
を
震
わ
せ
る
「
冬
」
を
過
ご
し
て
、
草
木
が

芽
吹
き
花
が
咲
き
乱
れ
暖
か
い
風
に
心
地
よ
さ

を
感
じ
生
命
溢
れ
る
「
春
」
を
待
ち
望
む
気
持

ち
。
そ
ん
な
春
へ
の
思
い
が
聖
書
の
中
に
も
あ

り
ま
す
（
雅
歌
2:

10
～-

12
）
。 

「
我
が
愛
す
る
者
よ
、
我
が
麗
し
き
者
よ
、

立
っ
て
出
て
き
な
さ
い
。
見
よ
、
冬
は
過
ぎ
、

雨
も
や
ん
で
、
す
で
に
去
り
、
諸
々
の
花
は
地

に
あ
ら
わ
れ
、
鳥
の
さ
え
ず
る
時
が
き
た
」
。 

 

聖
師
父
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
春
」
は
、
ハ
リ

ス
ト
ス
の
到
来
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

心
が
、
神
を
無
視
す
る
「
冬
」
か
ら
、
神
を
受

け
入
れ
る
「
春
」
へ
と
移
り
行
く
よ
う
に
ハ
リ

ス
ト
ス
に
祈
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 

長
司
祭 

ワ
シ
リ
イ
加
藤
國
枝 

 
救
主
の
聖
誕
を
祝
し
、
併
せ
て
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

毎
年
、
年
が

改
ま
る
時
、
人

は
本
当
に
さ
さ

や
か
で
あ
っ
て

も
、
自
分
の
身

丈
に
見
合
っ
た

目
標
を
た
て
、

向
上
し
た
い
思
い
に
導
か
れ
て
一
年
を
過
ご

し
、
後
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
る
と
、
残
念
な
が

ら
成
し
遂
げ
た
事
は
何
程
も
な
く
、
や
り
残
し

た
こ
と
だ
け
を
数
え
て
は
馬
齢
を
重
ね
る
と
い

う
言
葉
を
か
み
し
め
て
は
自
ら
の
不
甲
斐
な
さ

を
恥
じ
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
信
仰
者
は
主
神
よ
り
の
満
ち
あ
ふ
れ

る
聖
恩
と
、
先
人
達
の
知
恵
を
引
き
継
ぎ
、
英

知
を
糧
と
し
て
信
仰
生
活
を
送
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

 

罪
僕
も
い
つ
の
間
に
か
87
歳
と
な
り
ま
し

た
。
今
に
し
て
思
う
事
は
、
心
身
共
に
活
動
で

き
た
時
、
も
う
少
し
頑
張
れ
た
ら
、
努
力
で
き

た
ら
と
い
う
悔
悟
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り

ま
す
。 

 

私
も
約
50
年
に
わ
た
っ
て
奉
仕
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
本
年
１
月
を
も
っ
て
休
職
さ
せ
て

い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
永
き
に
わ
た
り

大
主
教
様
、
神
父
様
、
輔
祭
様
を
は
じ
め
多
く

の
信
徒
の
皆
様
に
励
ま
さ
れ
支
え
て
い
た
だ
き

今
日
に
至
り
ま
し
た
。
た
だ
た
だ
感
謝
の
思
い

で
一
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
御
恩
情
に
報

い
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
事
は
本
当
に
残
念
な

事
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
余
生
の
中
で
萬
分
の
一
で
も
こ

た
え
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

永
い
間
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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▲信徒会館4階で行われた降誕祭祝賀会 ▲楽器伴奏で大合唱 

▲大主教座下の挨拶 

▲プレゼント交換 

 

12
月
22
日
㈰
主
日
聖
体
礼

儀
後
に
、
一
足
早
く
降
誕
祭
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
祝
賀
会

は
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の

挨
拶
、
ア
キ
ラ
笹
川
執
事
長
の

乾
杯
で
始
ま
り
、
最
初
に
日
頃

教
会
の
諸
活
動
に
献
身
的
に
奉

仕
す
る
婦
人
会
、
方
舟
会
、
聖

歌
隊
に
教
会
か
ら
お
祝
い
が
贈

ら
れ
た
。 

 

し
ば
し
祝
賀
の
ご
馳
走
を
頂

き
な
が
ら
懇
談
し
た
後
、
恒
例

の
余
興
も
行
わ
れ
た
。
司
会
は

ニ
コ
ラ
イ
本
多
兄
。
源
氏
物
語

の
ロ
シ
ア
語
朗
読
や
、
定
番
の

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
。
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
も
約
束
ど
お
り
や
っ
て

来
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
の
時

間
に
な
る
と
会
場
は
活
気
づ
い

た
。
そ
し
て
最
後
に
、
フ
ル
ー

ト
、
ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
で
伴
奏

を
し
て
み
ん
な
で
さ
ま
ざ
ま
な

歌
を
合
唱
し
て
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。 

▲各会へお祝い贈呈 

▲源氏物語の朗読 

▲マジックショー 

ご
奉
仕
に
感
謝 

△ 12月1日㈰、方舟会・婦人会が中心
となり多くの信徒の協力で、境内もみの
木の電飾取り付けやクリスマスツリーの
飾りつけなどが行われました。 

12月15日㈰、降誕祭前の聖堂掃除を行い
ました。燭台のおみがきや床の蝋取り、
絨毯の掃除機かけなど、多くの信徒が奉
仕しました。          ▽ 
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発刊された「亜使徒ニ
コライ著作集１～３」 
    （ロシア語） 
    ▼ 

 

11
月
の
ロ
ー
マ
教
皇
訪
日
に
際
し
、
教

団
を
代
表
し
て
仙
台
の
大
主
教
及
び
東
京
の

副
主
教
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
が
、
広
島
で
24

日
に
開
か
れ
た

「
平
和
の
た
め

の

集

い
」
に

出

席
さ
れ
ロ
ー
マ

教
皇
と
挨
拶
を

交
わ
さ
れ
た
。

ま
た
翌
日
の
東

京
ド
ー
ム
に
お

け
る
ミ
サ
に
も

臨
席
さ
れ
た
。 

 

12
月
7
日
㈯
、
8
日
㈰
に
セ
ラ
フ
ィ
ム

大
主
教
座
下
は
、
札
幌
正
教
会
を
ご
巡
回
さ

れ
、
篠
永
神
父
、
後
藤
神
父
の
陪
祷
を
受
け

て
主
日
聖
体
礼
儀
を
ご
司
祷
さ
れ
た
。
札
幌

正
教
会
は
現
在
、
司
祭
館
の
建
て
直
し
を

行
っ
て
お
り
、
す
で
に
旧
司
祭
館
は
取
り
壊

さ
れ
て
い
る
。
新
館
工
事
は
２
月
よ
り
の
予

定
。
大
主
教
座
下
は
、
そ
の
下
見
を
行
い
、

ま
た
新
し
く
着
任
し
た
エ
フ
レ
ム
後
藤
神
父

と
面
談
さ
れ
た
。 

 
12
月
14
日
㈯
か
ら
18
日
㈬
ま
で
、
セ
ラ

フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
東
京
に
赴
き
、
ニ
コ

ラ
イ
堂
に
お
い
て
府
主
教
ダ
ニ
イ
ル
座
下
と

主
日
聖
体
礼
儀
を
司
祷
さ
れ
た
。
16
日
㈪
と

17
日
㈫
に
は
、
ロ
シ
ア
総
主
教
キ
リ
ー
ル
聖

下
が
２
０
２
０
年
９
月
に
訪
日
さ
れ
る
こ
と

を
受
け
て
来
日
し
た
渉
外
局
の
Ｄ
・
ペ
ト
ロ

フ
ス
キ
イ
氏
と
会
合
を
も
た
れ
、
詳
細
な
打

ち
合
わ
せ
を
行
わ
れ
た
。 

 

ま
た
17
日
㈬
に
は
「
亜
使
徒
ニ
コ
ラ
イ
著

作
集
」
が
モ
ス
ク
ワ
及
び
全
ロ
シ
ア
の
総
主

教
キ
リ
ル
聖
下
の
祝
福
に
よ
り
ニ
コ
ロ
・
ウ

グ
レ
シ
ュ
ス
カ
ヤ
神
学
セ
ミ
ナ
リ
ー
か
ら
ロ

シ
ア
語
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て

（
全
10
巻
の
内
3
巻
が
既
刊
）
ロ
シ
ア
大

使
館
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
に
も
出
席
さ
れ

た
。 

▲ ロシア大使館でのプレゼンテーション 
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中
新
田
の
降
誕
祭 

 

中
新
田
正
教
会
で
は
12
月
21
日
㈯
の
夕
方

５
時
よ
り
降
誕
祭
の
晩
堂
大
課
を
祈
り
五
餅
の

祝
福
を
行
い
、
参
祷
32
名
に
祝
福
の
油
が
塗

ら
れ
た
。
祈
祷
後
に
は
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
た

く
さ
ん
の
ご
馳
走
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
歓
談

し
、
主
の
降
誕
祭
を
喜
び
祝
っ
た
。 

 

翌
日
12
月
22
日
㈰
に
は
、
聖
体
礼
儀
に
先

立
ち
、
二
人
の
受
洗
者
が
あ
っ
た
。
新
聖
堂
で

の
最
初
の
洗
礼
で
あ
る
。
降
誕
祭
の
聖
体
礼
儀

も
多
く
の
参
祷
者
で
歌
う
こ
と
が
で
き
、
全
員

領
聖
し
て
主
の
降
誕
の
祝
福
を
い
た
だ
い
た
。 

 

ご
永
眠 

二
〇
一
九
年
十
二
月
一
日 

 

白
河
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

 

 
 

ユ
リ
ヤ
渋
木
ハ
ル
ノ
姉
（
93
歳
） 

 

通
夜
は
六
日
㈮
に

ご

自

宅

に

お

い

て
、
埋
葬
式
は
七

日
㈯
に
白
河
生
神

女
進
堂
聖
堂
に
お

い
て
、
ダ
ヴ
ィ
ド

水
口
神
父
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
         

永
遠
の
記
憶 

洗
礼
お
め
で
と
う 

 

12
月
22
日
（
日
）
、
聖
体
礼
儀
の
前

に
、
中
新
田
前
駆
授
洗
イ
オ
ア
ン
聖
堂

に
お
い
て
、
二
人
の
方
々
の
洗
礼
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

ル
キ
ナ
熊
谷
瑠
仁
姉
（
10
ヶ
月
） 

 
 

代
父
：
ス
テ
フ
ァ
ン
渡
邊
大
介
兄 

 
 

代
母
：
タ
チ
ア
ナ
寺
嶋
タ
チ
ア
ナ
姉 

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
三
浦
麻
美
姉 

 
 

代
父
：
ペ
ト
ル
若
松
勝
美
兄 

 
 

代
母
：
マ
リ
ヤ
澤
邉
み
き
子
姉 

エ
ウ
ド
キ
ヤ
北
浦
エ
ワ
姉
40
日
祭 

 

12
月
21
日
㈯
、
鳴
子
の
ご
自
宅
に
お
い
て

エ
ウ
ド
キ
ヤ
北
浦
姉
の
40
日
祭
パ
ニ
ヒ
ダ
が

執
り
行
わ
れ
た
。
親
族
一
同
が
集
ま
り
、
永
遠

の
記
憶
を
お
祈
り
し
た
。 

▲ 降誕祭前晩祷の後で記念写真 
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1月聖名日 

モレーベンのご案内 

1月12日㈰ 聖体礼儀後 

▲聖大ワシリイ ▲亜使徒聖女ニーナ 

 聖名日モレーベンは毎月ほぼ第一日
曜日に行ってますが、１月は行事が多
い関係で第二日曜日に行います。是非
ご参祷下さい。                    

 聖    名 氏    名（敬称略） 

1/1 ボニファティ（タルスの聖致命者） 鈴木勇司 

1/4 アナスタシヤ（聖致命女解繋者） 山田三穂子、増子陽子 

1/9 聖使徒聖致命者首輔祭ステファン 土田 仁、板橋勝一郎、後藤邦彦 
今野芳明、高橋嘉彦 

1/12 アニシヤ（ソルンの聖致命女） 横山夏実 

1/12 聖王ダヴィド【旧暦降誕祭後の主日】 
水口優明神父、木村史之、若松亮一、
小堀一成 

1/13 メラニヤ（ロマの克肖女） 熊谷順子 

1/14 聖大ワシリイ 加藤國枝神父、伊藤亮介、大場 貴 
鈴木孝治 

1/15 セラフィム（サロフの克肖者） セラフィム大主教座下 

1/15 ユリアニヤ（ラザレフスク） 鈴木一子 

1/20 前駆授洗イオアン 大立目謙朗、佐々木一志、山田義樹 
清水 格 

1/21 カルテリィ（神品致命者） 横山一平 

1/25 タチアナ（ロマの聖致命女） 飯塚順子、遠藤好恵、菅原加奈 
恩田貴子、寺嶋タチアナ 

1/27 ニーナ 
（グルジヤの教化者亜使徒聖女） 

遠藤真理子、岡崎菜美、葛西いずみ 
勝又冴、木村仁美、今野未来、松原ミヱ 
鈴木えみ子、玉置真智子、太田さつ子 

今年も恒例の新年会を1月12日㈰に開催いたします。年の初めに際し、新年

の交礼とセラフィム大主教座下の聖名祭をお祝いする会に是非多くの方々のご

出席を賜りますようご案内いたします。申し込みは1月5日まで。 

1月12日㈰ 13時 新年会及び大主教座下聖名祭祝賀会 

         「飛 天」青葉区一番町3-1-18 しまぬきビル３階    

今年の「持ち寄り新年会」は第四日曜日1月26日㈰に行います。１月いっぱ

いで休職なさる長司祭ワシリイ加藤神父様のための慰労感謝会を兼ねた会で

す。ふるってご参加ください。 



 (7)               教 会 だ よ り    2020(令和2)年1月(第511号) 

  
 

 
 

 

令
和
元
年
12
月
8
日
㈰ 

 
 

午
後
1
時
30
分
～
3
時 

３
階
会
議
室 

 

一
、
報
告
事
項 

・
11
／
10
山
手
正
教
会
信
徒
訪
問 

 
 

 
 

 

宣
教
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
№
3
開
催 

・
教
会
車
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
購
入 

・
12
／
１
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
飾
り
奉
仕 

・
バ
ザ
ー
収
支
報
告 

・
11
／
26
バ
ザ
ー
益
金
を
災
害
義
援
金
と
し
て 

 

河
北
新
報
に
寄
付 

・
「
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
信
徒
懇
親
会
」
会
計
最
終 

 
 

報
告
。
残
額
は
雑
収
入
で
処
理
す
る
。 

 
 

 

二
、
協
議
事
項 

・
加
藤
神
父
休
職
に
つ
い
て
、
加
藤
神
父
様
ご

本
人
か
ら
１
月
い
っ
ぱ
い
で
休
職
な
さ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
た
。 

・
新
年
会
に
つ
い
て
、
日
程
は
１
月
12
日
と

し
、
場
所
は
「
飛
天
」
、
会
費
は
３
千
円
と
す

る
。
１
月
５
日
を
申
し
込
み
締
め
切
り
と
す

る
。
参
加
者
と
り
ま
と
め
や
内
容
に
つ
い
て
は

笹
川
執
事
長
が
担
当
す
る
。
ミ
ニ
講
話
を
祝
賀

会
の
中
で
行
う
。 

・
代
式
祈
祷
に
つ
い
て
、
奉
仕
者
を
ニ
コ
ラ
イ

山
田
兄
と
ニ
コ
ラ
イ
本
多
兄
に
依
頼
し
た
。 

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て
、
教
団
よ
り
「
照

会
」
の
文
書
が
出
さ
れ
た
の
で
、
「
一
台
設
置

に
向
け
て
検
討
す
る
」
と
の
返
答
を
す
る
。 

  
 
 

三
、
そ
の
他 

●

来
月
の
日
程 

 

・
1
／
1
㈬ 

新
年
聖
体
礼
儀 

・
1
／
5
㈰ 

月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
：
婦
人
会
・
方 

 
 
 
 
 
 
 

舟
会 

白
河
巡
回 

・
1
／
7
㈫ 

定
例
執
事
会 

・
1
／
12
㈰ 

割
礼
祭
・
聖
ワ
シ
リ
イ
祭
・ 

 
 
 
 
 
 
 

聖
セ
ラ
フ
ィ
ム
祭 

 
 
 
 
 
 

教
会
学
校
：
聖
名
・
成
人
感
謝 

 
 
 
 
 
 

祷
：
新
年
祝
賀
会 

・
1
／
19
㈰ 

主
の
洗
礼
祭
、
大
聖
水
式  

 
 
 
 
 
 

教
会
学
校 

・
1
／
26
㈰ 

清
掃
奉
仕
の
日 

【
持
ち
寄
り
新
年
会
並
び
に
加
藤
神
父
様
慰
労
感
謝
会
】 

 
 
 
 
 
 

中
新
田
巡
回 

●

降
誕
祭
後
の
廻
家
祈
祷 

何
件
か
の
お
宅
を

廻
り
た
い
（
葉
書
な
ど
で
個
別
に
通
知
す
る
）
。 

 

  

   

○
聖
堂
献
金 

七
万
八
千
六
九
一
円 

○
降
誕
祭
献
金 

五
万
円 

 

木
村
郁
代
（
東
京
） 

一
万
円 

 

土
田
定
克
、
岡
崎
た
い
子
、
遊
佐
咲
郎
、
本
多 

 
 
 
 
 

弘
子
・
真
敏
、
笹
川
皓
、
木
村
良
治
、
山
田
喜 

 
 
 
 
 

美
雄
、
入
野
武
彦
・
由
紀
江
（
山
手
）
、
上
沼 

 
 
 
 
 

千
騎
、
熊
谷
経
光
・
真
由
美
、
横
山
毅
・
か
つ 

 
 
 
 
 

み 

八
千
円 

 

永
元
道
子
・
亜
紀
子 

六
千
円 

 

菅
原
き
み
子
・
伸
幸 

五
千
円 

 

水
口
敦
子
、
高
橋
嘉
彦
、
平
塚 

裕
、
岡
多
喜 

 
 
 
 
 

子
、
加
藤
進
、
遠
藤
正
義
、
大
泉
巌
、
熊
谷
憲 

 
 
 
 
 

一
、
太
田
ち
え
子
、
高
橋
ゆ
り
、
勝
又
禮
子
、 

 
 
 
 
 

千
葉
温
、
山
野
辺
隆
二
、
片
倉 

徹
、
山
田
弘 

 
 
 
 
 

子
、
山
本
理
恵
子
、
八
文
字
惣
一
、
佐
藤
幾
久 

 
 
 
 
 

子
、
山
寺
し
ち
よ
、
横
山
栄
子
、
早
坂
盤
、
玉 

 
 
 
 
 

置
真
智
子
、
山
中
由
美
、
木
村
憲
治
、
木
村
富 

 
 
 
 
 

喜
子
、
清
水
格
・
彩
子
、
服
部
幸
枝
、
大
立
目 

 
 
 
 
 

謙
直
、
本
多
弘
明
、
村
井
正
之
、
高
橋
哲
郎
、 

 
 
 
 
 

高
橋
紀
武
、
高
橋
清
太
、
児
玉
繁
子
、
太
田
さ 

 
 
 
 
 

つ
子 

三
千
円 

 

増
子
陽
子
、
佐
々
木
隆
、
岡
崎
庸
裕
、
横
山
俊 

 
 
 
 
 

平
、
伊
藤
治
男
、
高
橋
英
俊
、
恩
田
修
、
千
葉 

 
 
 
 
 

弘
樹
、
安
東
洋
子
、
及
川
聡
子
、
遊
佐
な
み 

 
 
 
 
 

子
、
宮
崎
正
美
、
昆
守
、
平
塚
清
、
若
松
亮 

 
 
 
 
 

一
、
佐
藤
周
治
、
笠
原
邦
弘
、
田
中
邦
夫
、
横 

 
 
 
 
 

山
美
貴
子
、
、
西
海
枝
康
子
、
伊
藤
光
子
、 

二
千
円 

 

鈴
木
和
夫
、
権
藤
順
子
、
吉
田
光
一
、
山
田
恵 

 
 
 
 
 

津
子
、
飯
塚
順
子
、
渡
辺
久
美
子
、
渡
辺
ひ
ろ
子 

一
千
円 

 

佐
治
美
智
子 

○
感
謝
献
金 

十
万
円 

 

木
村
富
喜
子 

一
万
円 

 

熊
谷
天
津
子
、
佐
藤
慶
一
、
大
立
目
謙
直 

六
千
円 

 
 

昆
守 

二
千
円 

 
 

山
田
喜
美
雄 

○
会
報
献
金 

五
千
円 

 
 

涌
谷
正
教
会
、
横
山
美
貴
子 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

五
万
円 

 

木
村
富
喜
子
（
四
〇
日
祭
）  

一
万
円 

 
 

勝
又
禮
子 

五
千
円 

 
 

永
元
道
子 

三
千
円 

 
 

笹
川
皓
、
伊
藤
光
子 

 

二
千
円 

 
 

遊
佐
な
み
子
、
岡
多
喜
子
、
高
橋
ゆ
り 

一
千
円 

 

高
橋
紀
武
、
岡
崎
雄
俊
、
勝
又
禮
子
、 

 
 
 
 
 

針
生
勝
道 

 
 
 
 
 
 
 

※
敬
称
略 

献 

金 

報 
告 
（1

.1
1

.2
1

～1
.1

2
.2

2

） 
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12
月
31
日
㈫ 
新
年
の
奉
事
徹
夜
祷
（
17
時
） 

1
日
㈬ 

新
年
の
感
謝
祈
祷 

 
 

（
0
時
） 

 
 
 
 

新
年
の
奉
事
聖
体
礼
儀 

（
10
時
） 

書
札 

テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
前
2:

1-

7 

 
 

 
 

福
音 

ル
カ 

 
 
 
 

4:

16-

22 

 
 

新
年
の
感
謝
祈
祷 

 
 

（
祈
祷
後
） 

  

◆
中
新
田
正
教
会
新
年
感
謝
祈
祷
（
0
時
） 

 

4
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
4
調 

（
17
時
） 

5
日
㈰ 

第
29
主
日
聖
体
礼
儀 

 

（
10
時
） 

   
     

書
札 

コ
ロ
サ
イ 

 
 

3:

4-

11 

 
 
 
 
 
   

福
音 

ル
カ 

 
 
 
 
  

17:

12-

19 
 

 
 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 
 

 
 

◎
婦
人
会
・
方
舟
会 

 
 
 

 

4
～
5
日
水
口
神
父
は
白
河
正
教
会
出
張 

 
 

 

4
日
㈯
18
時 

降
誕
祭
徹
夜
祷 

 
 

 

5
日
㈰
10
時 
 

主
の
降
誕
祭
聖
体
礼
儀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

降
誕
祭
祝
賀
会 

7
日
㈫ 

定
例
執
事
会
（
15
時
～
） 

11
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
5
調 

（
17
時
） 

12
日
㈰ 

神
現
祭
前
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

割
礼
祭
・
サ
ロ
フ
の
聖
セ
ラ
フ
ィ
ム
祭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
繰
り
上
げ
執
行
） 

 
 
 
 
 

書
札 

テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
後
4:

5-

8 

 
 
 
 

福
音 

マ
ル
コ 

 
 
 

1:

1-

8 

 
 
 

★
教
会
学
校 

 
 
 

▼
聖
名
日
・
新
成
人
モ
レ
ー
ベ
ン 

 
 
 

【
仙
台
正
教
会
新
年
会
】 

祈
祷
後 

18
日
㈯ 

祭
日
徹
夜
祷 

祭
日
調 

（
17
時
） 

19
日
㈰ 

主
の
洗
礼
祭
聖
体
礼
儀 

（
10
時
） 

 
 
 
 

書
札 

テ
ィ
ト  

2:

11-

14

3:

4-

7 

 
 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 

 

3:

13-

17 

 

大
聖
水
式 

※
聖
水
入
れ
を
ご
持
参
下
さ
い
。 

 
 
 

★
教
会
学
校 

 

25
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
7
調 

（
17
時
） 

26
日
㈰ 

神
現
祭
後
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 
 

書
札 

エ
フ
ェ
ス     

4:

7-

13 

 
 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 

 

4:

12-

17 

 
☆
聖
堂
清
掃
奉
仕
の
日 

 
◎
一
品
持
ち
寄
り
の
合
同
新
年
会 

 
 
 
 

並
び
に
加
藤
神
父
慰
労
感
謝
会 

 

25
～
26
日
水
口
神
父
は
中
新
田
正
教
会
出
張 

 
 

25
日
㈯ 
17
時 

前
晩
祷 

 
 

26
日
㈰  
10
時 

主
日
聖
体
礼
儀 

 
 
 
 
 
 
 

大
聖
水
式
・
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 

※
降
誕
祭
や
神
現
祭
、
ま
た
大
斎
に
向
け
て
暦
の
調
整
も 

 

あ
り
、
1
月
の
主
日
福
音
は
変
則
的
に
読
ま
れ
ま
す
。 

1
月
行
事
・

奉
事
予
定 

【教会学校】 

・12,19日㈰ 

 

【聖歌練習】 

・11日㈯14時～ 

・18日㈯14時～ 

・19日㈰ 聖体礼儀後 

     （発声練習） 

【伝道会】 

・8,15,22,29日㈬ 18：00～ 

 

【ミニ講話】 

・12日㈰「新年会」の中で行う予定です。 

神現祭・大聖水式 2020年1月19日㈰  

今年は神現祭がちょうど日

曜日に当たります。神現祭の

聖体礼儀（聖大ワシリイの聖体礼

儀）に引き続き「大聖水式」

を行います。各自、専用の聖

水入れ（容器）をご持参の

上、ご参祷ください。 

    
※ この日、セラフィム大主教座下は 

  東京で奉事予定です。 


